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発行 ：  ２００７年 ８月２３日（木） 

帆 走 指 示 書 の 訂正０１ 

１． マークの形状 

  回航マークは、約２ｍの黄色円柱形インフレ－タブルブイを使用する。 

 

２． 部門識別リボンおよびレース旗の掲揚の順番 

  ２－１ IMS部門、ORC部門、IRC部門は、バックステイの上から、JSAFバージ、ISAF100Years 

     バージ、部門識別リボンの順とする。 

  ２－２ オープン部門はバックステイの上から、ISAF100Yearsバージ、部門識別リボンの順とす 

     る。 

  ２－３ バックステイのない艇は、デッキより１．５ｍ以上の高さになるように、バックステイに変わ

     る物を当該艇が用意し、掲揚すること。 

 

３． 運営艇 

  以下の４艇を運営艇として利用し、JSAFエンサインを掲揚する。 

   本部船    ： 伊三郎丸   （漁船） 

   運営艇 － １ ： プリンセス  （モーターボート）  

   運営艇 － ２ ： 絹雲     （モーターボート） （ジュエリー） 

   運営艇 － ３ ： 月光     （ラバーボート）  （JSAF会長） 

 

４． FAXの利用時間の変更 

  FAXの利用時間を以下とする。 

  FAX番号  ： ０４６－８８２－３１４５  ８月２５日（土） ０９：００～１８：００ 

         ０４６－８８１－６７２２  ８月２５日（土） １９：００ ～ ２６日 ０９：００ 

 

５． ライフジャケットの着用 

  レースに参加する艇の責任により、ライフジャケットの着用の要否を決定する。 

  （帆走指示書 １．責任の所在に追加） 
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